
第２学年算数科学習指導案 

 

日 時 平成 21 年 11 月 11 日（水）６校時 

場 所 2 年生教室 

児 童 男４名 女６名 計１０名 

指導者 日影舘 亨 

 

１ 単元名  「かけ算（１）」 

 

２ 単元について 

（１） 単元について 

本単元の目標は、「乗法の意味について理解し、それを用いることができる。」である。これは、学

習指導要領第 2 学年の内容【Ａ 数と計算】（３）の「ア 乗法が用いられる場合についてしること。」

「イ 乗法に関して成り立つ簡単な性質を調べ、それを乗法九九を構成したり計算の確かめをしたり

することに生かすこと。」「ウ 乗法九九について知り、1 位数と 1 位数との乗法の計算が確実にでき

ること。」を受けて設定したものである。 

これまで、第 1 学年では、「１０が６こで６０」などといった数の理解と関連づけて、１０のまと

まりをつくりその数を数えて総数を求めたり、２とびや５とびでも総数を求めたりするなど、同じ数

のまとまりの個数を数えてものの総数を求めるといった乗法の素地的な経験をしている。本単元では

こような経験をもとに、具体的な量 a をもとにしてａのｎ個分がｍであることをとらえ、これをａ×

ｎ＝ｍと表現する活動へ導き、5 の段の九九、2 の段の九九、3 の段の九九、4 の段の九九を構成・学

習し、その記憶と適用を図る。 

これらの学習をもとにして、次単元のかけ算（２）で九九の構成を完成させ、さらに第 3 学年のか

け算の筆算、わり算の学習へと発展していく。 

 

（２） 児童について 

本学級の児童は、今年度の 6 月に実施した意識調査の結果から、算数の学習に対して非常に意欲的

な傾向にあることが分かった。日常の様子を見ても、個人差はあるが、自分の力で問題を解決しよう

とする力が身についてきている。また、自分の考えを発表することに抵抗を感じていない児童も多い。

算数個人記録表を見ると、既習内容については概ね定着していることが分かるが、「乗法・除法の素

地」の部分に関しては、定着が不十分である児童が多い状況にある。 

レディネステストの結果を見ると、本単元に関わる既習事項については、ほとんどの児童が定着し

ている。また、未習内容についても、半数の児童が、かけ算を立式できる状況にある。しかし、かけ

算の意味をしっかりと理解して立式しているとは考えにくい。 

本単元のレディネステストの結果は以下の通りである。 

（ア） 数を正しく数え、５ずつまとめることができるか。・・・・・・・・・・・・・・１００％  

（イ） ５を単位として、いくつ分あるか分かっているか。・・・・・・・・・・・・・・１００％

（ウ） 「１あたりの数」と「いくつ分」に着目して問題場面をとらえ、答えを求めることができ   

るか。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９０％ 

（エ） １０とびの数の系列がわかっているか。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００％ 

（オ） ５とびの数の系列がわかっているか。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００％ 

（カ） ２とびの数の系列がわかっているか。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９０％ 



（キ） （未習内容）かけ算の意味が分かり、立式して答えを求めることができるか。・・・５０％ 

（ケ） （未習内容）かけ算九九を知っているか。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０％ 

 

（３） 指導にあたって 

本単元は、乗法の意味について理解し、それを用いることができることをねらいとしている。そこ

で、指導過程においては、次のような支援の工夫や手立てで学習を進めていきたい。 

レディネステストの結果からは、既習事項におけるつまずきは見られなかったが、算数個人記録表

では、「乗法・除法の素地」の部分に関しての定着が不十分である児童が多いことが分かっている。

そこで、学習タイムや朝学習などを活用して補充指導を行い、レディネスアップを図りたい。 

つかむ段階では、教科書の挿絵やおはじきを効果的に用いて、分かりやすく題意を捉えさせるよう

にする。 

見通すの段階では、既習事項との相違点や類似点を手がかりに答えの求め方を考えさせ、意欲的に

自力解決に向かわせるようにする。 

自力解決の段階では、アレイ図やおはじき、ブロック等の半具体物を操作する算数的活動を多く取

り入れるようにする。また、どのような求め方をしたかをノートやワークシートに書かせ、自分の考

えをはっきりさせる。 

検討する段階では、アレイ図やおはじき等の半具体物の操作を積極的に行うようにさせる。求め方

や考え方を発表し合ったり補足説明したりすることにより、学び合いの学習を深めていきたい。 

まとめるの段階では、「一つ分」「いくつ分」「○こずつふえる」などのかけ算のキーワードを大切

に扱い、まとめに生かすようにする。 

深めるの段階では、全ての児童が問題を解くことができるように、場合によっては自力解決の段階

と同様に、半具体物を用いて考えさせるようにする。また、ゲーム的な要素を取り入れて、乗法九九

の暗記が苦痛にならないような工夫も行いたい。 

 

（４） 本単元に関わる基礎・基本 

  ア 本単元までに身につけておきたい基礎・基本 

   ・同じ数ずつまとまりを作って数える数え方 

   ・２とび５とび１０とびなどの数の系列の理解 

   ・3 口以上の加法計算のしかた 

   ・場面に合わせたおはじき等の半具体物の操作のしかた    

  イ 本単元で身につけさせたい基礎・基本 

   ・単位量×いくつ分の考え方 

   ・乗法九九（5 の段、2 の段、3 の段、4 の段）の唱え方 

 

３ 単元の目標 

 ○乗法の意味について理解し、それを用いることができる。 

 

 （関心・意欲・態度）・乗法のよさについて気づき、ものの全体の個数をとらえるときに進んで乗法を

用いようとする。 

 （数学的な考え方） ・乗法九九が用いられる場合について、「1 つ分の大きさ」「いくつ分」をとらえて

全体の個数の求め方について考える。 

 （表現・処理）   ・乗法が用いられる場合を具体物や式で表すことができる。 



           ・乗法九九（5，2，3，4 の段）を構成し、確実に唱えることができる。 

 （知識・理解）   ・乗法が用いられる場合を理解する。 

           ・乗法九九（5，2，3，4 の段）の構成のしかたを理解する。 

 

４ 単元指導計画（２３時間） 

時 目 標 学 習 活 動 おもな評価規準 

（1） かけ算（７時間） 

１ 

・ 

２ 

〔プロローグ〕 

・p.2の絵を提示し，遊園地の入り口付近で整列した人とばらばらの人の数を数えることを通して，新

しい計算への興味，関心を高める。 

・所要時間は10分程度 

○「1つぶんの大きさ」「い

くつぶん」をとらえられ

るようになる。 

・絵を見て，それぞれの乗り物に乗っ

ている子どもの人数を調べる。 

・総数が同じでも1台に同じ人数ずつ

乗っているものといないものがあ

ることや，同じ人数ずつ乗っている

場合でも１台に乗っている人数が

違うことから，「1つぶんの大きさ」

と「いくつ分」をとらえる。 

□考 数量を「単位とする大きさ」の

「いくつ分」ととらえることが

できる。 

３ 

・ 

４ 

○乗法の意味を理解す

る。 

・6×3＝18の式の意味を理解する。 

・用語「かけ算」を知る。 

・乗法の場面を式に表す。 

□表 乗法の場面としてとらえること

ができる場面を乗法の式に表し

たり，式を読んだりすることが

できる。 

□知 数量の関係を「単位とする大き

さ」の「いくつ分」ととらえ，

それを簡潔に表したものが乗法

の式であることを理解してい

る。 

５ ○乗法の意味の理解を確

実にする。 

・乗法の式から，その場面をおはじで

表す。 

・並んだおはじきを乗法の場面として

とらえ，乗法の式に表す。 

□表 乗法の場面ととらえられる場面

を式に表したり，乗法の式から

場面を表現することができる。 

６ ○乗法の答えは被乗数を

乗数の数だけ累加して

求められることを理解

する。 

・場面をとらえ，立式や答えの求め方

について考える。 

・乗法の答えは，被乗数を乗数の数だ

け累加して求められることを理解

する。 

□表 乗法の答えを被乗数を乗数の数

だけ累加する方法で求めること

ができる。 

７ ○乗法の場面としてとら

えることができる場面

が，身の回りに多くある

ことを知るとともに，乗

・〔やってみよう〕乗法の場面として

とらえることができる身の回りの

場面を探し，乗法の式に表す。 

□関 学習内容を適切に活用して，活

動に取り組もうとしている。 



法の意味の理解を確実

にする。 

（2） ５のだん，２のだんの 九九（６時間） 

１ ○5の段の九九を構成す

る。 

・1台の車に5人ずつ乗っているときの

1～4台分の人数を求める。 

・累加や5とび，アレイ図などを用い

て5の段の九九を構成する。 

□知 5の段の九九の構成のしかたを

理解している。 

２ 

・ 

３ 

○5の段の九九を記憶し，

適用する。 

・用語「九九」を知り，5の段の九九

を唱え，カードなどを使って練習を

する。 

・5の段の九九の答えは5ずつ増えてい

ることを確認する。 

・5の段の九九を用いて問題を解決す

る。 

※教育パートナーの活用 

□表 5の段の九九を唱えることがで

き，それを用いて身の回りの問

題を解決することができる。 

４ ○2の段の九九を構成す

る。 

・1台の自転車に2人ずつ乗っていると

きの1～5台分の人数を求める。 

・累加や2とび，アレイ図などを用い

て2の段の九九を構成する。 

□考 5の段の九九と同じ考えを用い

て2の段の構成を考えている。 

□知 2の段の九九の構成のしかたを

理解している。 

５ 

・ 

６ 

○2の段の九九を記憶し，

適用する。 

・2の段の九九を唱え，カードなどを

使って練習をする。 

・2の段の九九の答えは2ずつ増えてい

ることを確認する。 

・2の段の九九を用いて問題を解決す

る。 

※教育パートナーの活用 

□表 2の段の九九を唱えることがで

き，それを用いて身の回りの問

題を解決することができる。 

（3）３のだん，４のだんの 九九（８時間） 

１ ○3の段の九九を構成す

る。 

・1台のコーヒーカップに3人ずつ乗っ

ているときの1～4台分の人数を求

める。 

・3×4の答えにいくつたせば3×5にな

るかを考える。 

・3×5の積に3をたせば3×6の積にな

ることを活用して，3の段の九九を

構成する。 

・用語「かけられる数」「かける数」

を知る。 

□考 乗法について成り立つ性質を用

いて，九九の構成のしかたにつ

いて考えている。 

２ 

・ 

３ 

○3の段の九九を記憶し，

適用する。 

・3の段の九九を唱え，カードなどを

使って練習をする。 

・3の段の九九の答えは，乗数が1増え

ると3増えることを確認する。 

□表 3の段の九九を唱えることがで

き，それを用いて身の回りの問

題を解決することができる。 



・3の段の九九を用いて問題を解決す

る。 

※教育パートナーの活用 

４ ○4の段の九九を構成す

る。 

・1台のジェットコースターに4人ずつ

乗っているときの1～5台分の人数

を求める。 

・4×3のかける数が1増えると答えは

いくつ増えているか確かめる。 

・4の段では，かける数が1増えると答

えが4 増えることを活用して，4の

段の九九を構成する。 

□考 乗法について成り立つ性質を用

いて，九九の構成のしかたにつ

いて考えている。 

５ 

・ 

６ 

○4の段の九九を記憶し，

適用する。 

・4の段の九九を唱え，カードなどを

使って練習をする。 

・4の段の九九の答えは，乗数が1増え

ると4増えることを確認する。 

・4の段の九九を用いて問題を解決す

る。 

□表 4の段の九九を唱えることがで

き，それを用いて身の回りの問

題を解決することができる。 

７

 

本

時 

○２～５の段までの九九

を正確に唱えたり、書い

たりすることができる。 

・学校農園を題材にした問題を解くこ

とを通して、これまでの学習の確認

をする。 

・本時の活動内容を理解する。 

・教育パートナーと一緒にいろいろな

方法でかけ算九九（２～５の段）の

練習を行う。 

※教育パートナーの活用。 

□表 ２～５の段までの九九を正確に

唱えたり書いたりすることがで

きる。 

８ ○問題作りによる，式の

読みや式に表現するこ

とを通して，5，2，3，4

の段の理解を深める。 

・絵を見て，2×4の式で表すことがで

きる場面を探す。 

・絵を見て，乗法の式に表すことがで

きる場面を探し，式に表す。 

□関 乗法を用いる場面をとらえた

り，言葉や式で表現したりしよ

うとしている。 

□考 乗法の場面としてとらえること

ができる場面を見つけ，式に表

したり，乗法の式を読んだりす

ることを通して，乗法の式の意

味について考えている。 

まとめ（２時間） 

１ ○学習内容を確実に身に

つける。 

・「力をつけよう」に取り組む。 □表 学習内容を正しく用いて，問題

を解決することができる。 

２ ○学習内容の理解を確認

する。 

・「たしかめよう」に取り組む。 

 

□知 基本的な学習内容について理解

している。 

 

 

 



５ 本時に指導 

（１） 目 標 

  ・ ２～５の段までの九九をいろいろな方法で正確に唱えたり、書いたりすることができる。 

（２） 研究仮説とのかかわり 

＜本時の「個に応じる」について＞ 

  算数個人記録表により、本時の学習内容を難しいと感じる児童が数名出ることが予想される。そこ

で、各指導過程において、次の手立てを講じる。 

  つかむ段階においては、学校農園を題材にした問題を提示し、児童の関心を高めながら既習内容の

復習を行いたい。 

  見通しの段階においては、今まで行ってきた様々なかけ算九九の練習方法を確認し、全ての児童が

戸惑うことなく活動に移ることができるようにしたい。また、自分の弱点を克服するためには同じ活

動を繰り返し行うこと必要であることにも気づかせたい。 

  深めるの段階においては、教育パートナーの活用を図り、上がり九九や下がり九九、３６ます計算

など様々な形態の計算練習を行う。また、ポイントカードを取り入れ、児童個々の様子を把握する。

九九を忘れてしまった児童や時間がかかっている児童に対しては、九九の表を配布するなどし、教師

が手厚く助言する。 

（３）展 開 

段階 学 習 活 動 評価（※）と留意点（・） 

つ  

か  

む 

10 

分 

１ 学級農園を題材にした問題を提示

し、既習内容の復習を行う。 

・１つ分の数×いくつ分＝全部の数 

 かけられる数×かける数 

・２．３．４．５の段の九九。 

２ 学習内容を把握する。 

 

 

 

・３６ます計算に挑戦し自分のタイム

を確認する。 

・袋詰めにした野菜の写真を提示し、一つ分を意識させ

る。 

 

 

 

・目標タイムを 3 分以内とし、全員がクリアできた場合

のみ、プレゼントをあげることを告げる。 

 

 

 

見
通
す
５
分 

３ 活動の見通しをもつ。 

・九九が速くなるための練習方法やこ

つを確認する。 

（上がり九九、下がり九九、ばらばら

唱え、３６ます計算、苦手な九九を

繰り返し練習する） 

・練習方法の確認をすると共に自分の弱点部分を克服す

るにはどのような練習が必要であるかも考えさせる。 

・練習場所と教育パートナーの確認を行う。 

 

深 

め 

る 

23 

分 

４ 教育パートナーの協力を得て、い

ろいろな方法で九九の練習を行う。 

・上がり九九。 

・下がり九九。 

・ばらばら九九。 

 

・児童個々の能力に応じて意図的に３６ます計算の内容

を変える。 

・九九を忘れてしまった児童や時間がかかっている児童

に対しては、九九の表を配布し活用するよう助言する。 

・ポイントカードを使用し児童個々の状況を把握する。 

 

３６ます計算で先生にちょう

せんしよう。 



ま 

め 

る 

７ 

分 

 

・３６ます計算。 

 

 

 

 

５ ３６ます計算に挑戦する。 

・目標タイム３分。 

 

６ 本時の振り返りをする。 

・振り返りシートに記入する。 

・担任は机間指導しながら、配慮が必要な児童を中心に

個別指導を行う。 

・教育パートナーは、児童をたくさんほめることに重点

をおく。 

 

・丸付けは教育パートナーの協力を得る。 

 

（３） 具体の評価規準 

領域 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｂに至らせるための手だて 

表現・処理 

２～５の段までの九九を正確

リズムよくに唱えたり素早く

書いたりすることができる。 

２～５の段までの九九を正確

に唱えたり書いたりすること

ができる。 

九九表を配布し、教育パート

ナーのところに行く前に九九

の練習を行う。 

 

（５） 板板書計画 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

２×３＝６  答え６こ  ２のだん      

 ３×３＝９  答え９こ  ３のだん      

 ４×３＝１２ 答え１２こ ４のだん      

 ５×３＝１５ 答え１５こ ５のだん     ・上がり九九 

                       ・下がり九九 

                       ・ばらばら九九 

                       ・３６ます計算 

（野菜の写真）を３パック買いました。

（野菜の写真）は全部で何こになりま

すか。 

１つ分の数×いくつ分＝ぜんぶの数 

（かけられる数）（かける数） 

３６ます計算で先生にちょうせんしよう。 

かけ算九九がはやくなるためのれんしゅ

うほうほう。 

※（表・処）２～５の段までの九九を正確に唱えたり

書いたりすることができる。（シート・観察） 

学校農園で収穫した野菜の写真（４枚） 

にが手な九九をくりかえ

しれんしゅうする。 

３６ます計算 



ふりかえりシート 

名 前           

今日の学習のふりかえりをしましょう。（◎・○・△） 

今日の学習は楽しかったですか。  

かけ算九九を正しく書くことができました

か。 

 

かけ算九九を正しくとなえることができま

したか。 

 

かんそう 

 



 

 

 

☆かけられる数×かける数で計算していきましょう。 

 

 

 

 

 

かける数 

か
け
ら
れ
る
数 

 

２ ４ ８ １ ６ ９ ７ ３ ５ 

２ ４ ８ 

       

３ ６ 12 

       

４ 
         

５ 
         

名前                

【１かい目】   分   びょう 



 

 

 

☆かけられる数×かける数で計算していきましょう。 

 

 

 

 

 

かける数 

か
け
ら
れ
る
数 

 

２ ４ ８ １ ６ ９ ７ ３ ５ 

２ 
         

３ 
         

４ 
         

５ 
         

名前                

【２かい目】   分   びょう 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

かける数 

か
け
ら
れ
る
数 

 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

２ 
         

３ 
         

４ 
         

５ 
         

名前                



 

        

      

 

 

 

 

 

 

かける数 

か
け
ら
れ
る
数 

 

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

２ 
         

３ 
         

４ 
         

５ 
         

名前                



 

                          

 

 

 

 

 

 

 

かける数 

か
け
ら
れ
る
数 

 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

５ 
         

３ 
         

２ 
         

４ 
         

名前                



 

        

   

 

 

 

 

 

 

かける数 

か
け
ら
れ
る
数 

 

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

５ 
         

３ 
         

２ 
         

４ 
         

名前                



 

  

 

 

 

 

 

 

 

かける数 

か
け
ら
れ
る
数 

 

３ ６ ７ ４ ２ １ ９ ５ ８ 

２ 
         

３ 
         

４ 
         

５ 
         

名前                



 

        

       

 

かける数 

か
け
ら
れ
る
数 

 

３ ６ ７ ４ ２ １ ９ ５ ８ 

５ 
         

３ 
         

２ 
         

４ 
         

名前                



おたすけシート 

☆２のだん 

２ × １ ＝ ２  にいちがに       

２ × ２ ＝ ４  ににんがし       

２ × ３ ＝ ６  にさんがろく    

２ × ４ ＝ ８  にしがはち     

２ × ５ ＝１０  にごじゅう     

２ × ６ ＝１２ にろくじゅうに   

２ × ７ ＝１４  にしちじゅうし     

２ × ８ ＝１６  にはちじゅうろく   

２ × ９ ＝１８  にくじゅうはち     

☆４のだん 

４ × １ ＝ ４ しいちがし 

４ × ２ ＝ ８ しにがはち 

４ × ３ ＝１２ しさんじゅうに 

４ × ４ ＝１６ ししじゅうろく 

４ × ５ ＝２０ しごにじゅう 

４ × ６ ＝２４ しろくにじゅうし 

４ × ７ ＝２８ ししちにじゅうはち 

４ × ８ ＝３２ しはさんじゅうに 

４ × ９ ＝３６ しくさんじゅうろく 

 

☆３のだん 

３ × １ ＝ ３   さんいちがさん 

３ × ２ ＝ ６   さんにがろく 

３ × ３ ＝ ９   さざんがく 

３ × ４ ＝１２  さんしじゅうに 

３ × ５ ＝１５  さんごじゅうご 

３ × ６ ＝１８  さぶろくじゅうはち 

３ × ７ ＝２１  さんしちにじゅういち 

３ × ８ ＝２４  さんぱにじゅうし 

３ × ９ ＝２７  さんくにじゅうしち 

☆５のだん 

５ × １ ＝ ５   ごいちがご 

５ × ２ ＝１０  ごにじゅう 

５ × ３ ＝１５  ごさんじゅうご 

５ × ４ ＝２０  ごしにじゅう 

５ × ５ ＝２５  ごごにじゅうご 

５ × ６ ＝３０  ごろくさんじゅう 

５ × ７ ＝３５  ごしちさんじゅうご 

５ × ８ ＝４０  ごはしじゅう 

５ × ９ ＝４５  ごっくしじゅうご 

 



かけ算九九れんしゅうポイントカード 

 

 

いろいろな九九のれんしゅうにちょうせんして、

たくさんシールをゲットしよう！ 

 上がり九九 下がり九九 ばらばら九九 

２のだん    

３のだん    

４のだん    

５のだん    

 

 
プリント

① 

プリント

② 

プリント

③ 

プリント

④ 

プリント

⑤ 

プリント

⑥ 

３６ま

す計算 

      

名前 


